
第 19 回九州産婦人科内視鏡手術研究会 

～プログラム～ 

 

日  時： 令和 6 年 4 月 6 日（土曜日）12:30～ 

開催形式： ハイブリッド開催 

現地開催（最大 80人 演者,共同演者,座長,事務局限定） 

場所：TKPガーデンシティ博多新幹線口 プレミアムホール 

〒812-0012福岡県福岡市博多区博多駅中央街 5-14 福さ屋本社ビル 5F 

Tel 092-432-7250 

Web開催 Web配信による演題の視聴 

              参加費：1000円 

＊ 研究会参加費は 1000 円です。事前徴収(振込)になります。 

＊ Zoom Webinar による配信を行います。視聴については、参加費振込確認後に案内いたします。 

＊ 今回は学会参加により、日本産科婦人科学会学術集会参加単位付与が可能です。 

＊ 特別講演は、1 時間すべての視聴により、産婦人科領域講習単位取得が可能です。 

＊ Web参加の方は、Webinar 視聴のためのログイン記録が学会参加となります。Webinar参加登録の

際に入力する日本産科婦人科学会会員番号から参加登録を行いますので、正確な会員番号入力を

お願いします。 

＊ 今回は参加証明書発行を行いません。日本産科婦人科学会にて登録することで参加証明を行いま

すので、自身で学会 HP のマイページから参加記録を印刷してください。 

＊ リアルタイム配信のため、プログラム開催時間にはずれが生じることがあります。 

＊ 日本産科婦人科内視鏡学会技術認定制度における取扱いは以下のようになります。 

1. 新規申請：学会発表のカウント対象になります（プログラム・抄録集の写しが必要）。 

2. 更新申請： 

学会参加（1 ポイント）に計上可能です（日産婦 HPのマイページからの参加確認）。 

学会発表（1 ポイント）に計上可能です（プログラム・抄録集の写しが必要）。 

Webinar 参加登録時の日本産科婦人科学会会員番号入力を正確に行ってください。 

＊ 今回は日本産婦人科医会参加単位発行はありません。 

＊ 本研究会からの案内を新たに希望される方は、下記メールアドレスにご連絡下さい。 

当番世話人 吉野 潔 （産業医科大学産科婦人科学教室） 

TEL：093-603-1611(代表)   093-691-7449(ダイヤルイン)  

FAX：093-691-9337 

            E-mail：sanfu.mdirector@mbox.med.uoeh-u.ac.jp (担当：原田 大史) 

 

共 催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 
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プログラム   

12:20～12:30  (株)ジョンソン＆ジョンソン製品説明会 

12:30～12:35  開会の挨拶 

 

【特別講演】  

12:35～13:35 

うまい手術を目指して 

演者  がん研有明病院  婦人科 野村 秀高 先生 

座長 産業医科大学  吉野 潔 先生 

 

【一般演題】 

Ⅰ群：  症例報告      13:50～14:26   

                          座長 久留米大学 津田尚武先生 

 

1. 腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術を施行した子宮未分化癌の 1例 

大分大学医学部 産科婦人科 

〇青柳陽子、西田正和、山本静香、甲斐健太郎、小林栄仁 

         

2. 淋菌性腹膜炎を起因とする腹腔内膿瘍に対して腹腔鏡下膿瘍ドレナージを行った 1例 

沖縄県立北部病院 

〇仲村和歌子、諸井明仁、深津真弓、佐藤友美、吉田晃大、直海玲、仲本剛 

 

3. おなかのなかをのぞいてみたら その一 

鹿児島市医師会病院 

〇牧瀬裕恵、山﨑英樹、春山真紀、大塚博文 

 

4. おなかのなかをのぞいてみたら その二 

鹿児島市医師会病院 

〇山﨑英樹、牧瀬裕恵、春山真紀、大塚博文 

 



Ⅱ群：  合併症報告         14:26～15:03   

座長 済生会長崎病院 平木宏一先生 

 

5. 産後挿入し子宮穿孔となったレボノルゲストレル放出子宮内システムを腹腔鏡下に摘出した 1例 

沖縄県立北部病院 

〇吉田晃大、諸井明仁、深津真弓、仲村和歌子、直海玲、仲本剛 

 

6. 腹腔鏡下子宮筋腫核出後の医原性 parasitic leiomyoma の 1例 

大分大学医学部 産科婦人科学講座 

〇山田知徳、児玉遥歩、西田正和、小林栄仁 

 

7. 腹腔鏡下手術中に経験した腹腔鏡鉗子破損の 2例 

小倉医療センター 

〇宮原英之、立野崇正、池田周平、竹内一輝、牛島崇、清水佳祐、藤川梨恵、丸山結美佳、石橋弘樹 

北川麻里恵、清水隆宏、川上浩介、河村京子、川越秀洋、大藏尚文 

 

8. 腹腔鏡下子宮体癌術後にポートサイトヘルニア陥頓によるイレウスを来たした一例 

産業医科大学 産婦人科学 1)、産業保健学部 広域・発達看護学 2) 

〇関亦真生 1)、植田多恵子 1)、橋脇冴弥 1)、齋藤佑真 1)、樋上翔大 1)、萩本真理奈 1)、武富瑠香 1)、 

遠山篤史 1)、村上緑 1)、金城泰幸 1)、星野香 1)、原田大史 1)、栗田智子 1)、松浦祐介 2)、吉野潔 1) 

 

 

15:03～15:18   休 憩   

 

 

Ⅲ群： 手技・工夫       15:18～15:54      

座長 産業医科大学 遠山篤史先生 

 

9. 大きな子宮筋腫に対する腹腔鏡下子宮筋腫核出術における出血を減らす工夫 

大浜第一病院 女性腹腔鏡センター 

〇徳嶺辰彦、髙橋美奈子、赤嶺こずえ 

 

10. 深部子宮内膜症手術に対する OLYMPUS VISERA ELITE Ⅲの Yellow Enhance モードの使用経験 

済生会長崎病院 産婦人科 

〇村上亨、河野通晴、増田拡、倉田奈央、平木裕子、平木宏一、藤下晃 

 

 



11. 子宮内膜症および子宮頸部筋腫により尿管同定に工夫を要した TLHの 1例 

社会医療法人恵愛会 大分中村病院 婦人科 

〇尾石友子、吉武朋子、藤澤佳代、西田純一 

 

12. 当科におけるフルディスポーザブル硬性子宮鏡(オペラスコープ)の使用経験 

国立病院機構 九州医療センター 産科婦人科 

〇荒木研士郎、庄とも子、古賀さくら、竹内優、森下優史、大塚裕一郎、中並弥生、田中大智、 

槝之浦佳奈、早瀬千尋、瓦林靖広、藤原ありさ、蓮尾泰之、小川伸二 

 

 

Ⅳ群： 教育・治療成績      15:54～16:39      

座長 大分大学 西田正和先生 

 

13. 実臨床における婦人科腹腔鏡手術技術習得プログラム策定の試み 

社会医療法人恵愛会大分中村病院 産婦人科 

〇西田純一、尾石友子、藤澤佳代、吉武朋子 

 

14. 卵巣子宮内膜症性嚢胞に対する腹腔鏡補助下経腟的エタノール固定術 Laparoscopically assisted 

trans-vaginal Ethanol Sclerotherapy (L-EST)の導入 

空の森クリニック 

〇髙山尚子、神山茂、井坂亮司、早田季美恵、儀間貴恵、寺田陽子、石垣敬子、佐久本哲郎、東政弘、 

徳永義光 

 

15. ロボット支援下手術におけるベアパッスル 2を使用した創閉鎖 

佐賀県医療センター好生館 産婦人科 

〇神下優、八並直子、光貴子、安永牧生 

 

16. 当院における骨盤臓器脱に対するロボット支援下仙骨腟固定術の導入経験 

おもと会 大浜第一病院 女性腹腔鏡センター 

〇高橋美奈子、赤嶺こずえ、徳嶺辰彦 

 

17. 骨盤臓器脱に対する Laparoscopic lateral suspension（LLS）の初期経験 

産業医科大学若松病院 

〇清水彩理、村上緑、齋藤研祐、吉村和晃 

 

 

16:39～16:49   休 憩   

 



Ⅴ群：  症例報告      16:49～17:25      

座長 九州大学 矢幡秀昭先生 

 

18. MRI検査で腹膜妊娠を疑い、腹腔鏡下に治療を完遂した 1例 

国立病院機構 小倉医療センター 産婦人科 

〇池田周平、石橋弘樹、立野崇正、竹内一輝、牛島崇、清水佳祐、宮原英之、藤川梨恵、丸山結美佳、 

北川麻里江、清水隆宏、近藤恵美、河村京子、徳田諭道、元島成信、牟田満、川上浩介、川越秀洋、 

大藏尚文 

 

19. 鼠径部非触知性腺に対して腹腔鏡下性腺摘出術が困難であったアンドロゲン不応症（Androgen 

Insensitivity Syndrome: AIS）の一例 

産業医科大学 産婦人科学 1)、産業保健学部 広域・発達看護学 2) 

〇武富瑠香 1)、栗田智子 1)、内山伸一 1)、橋脇冴弥 1)、関亦真生 1)、斎藤佑真 1)、萩本真理奈 1)、 

樋上翔大 1)、遠山篤史 1)、金城泰幸 1)、星野香 1)、原田大史 1)、植田多恵子 1)、松浦祐介 2)、吉野潔 1) 

 

20. 当院で子宮鏡併用腹腔鏡下修復術を施行した、帝王切開瘢痕症候群の 2例 

産業医科大学若松病院 産婦人科 

〇齋藤研祐、清水彩里、村上緑、吉村和晃 

 

21. 帝王切開縫合残糸による帝王切開子宮瘢痕症(CSDi)の診断に至った一例 

高木病院 産婦人科 

〇山道里佳、野見山真理、山下夏未、大淵紫、佐護中、有馬薫、小島加代子、北島道夫 

 

 

17:25～17:30  閉会の挨拶 


